
読み合わせを行い，対話を開始した。

表 ルールとコミュニティボールの使い方
ルール

①何を言ってもいい。

②人の言うことを否定しない。

③人の話をよく聞く。

コミュニティボールの使い方

①持っている人が話せる。

②話したくなったら手を挙げて待つ。

③ボールを持っている人が手を挙げている人の中から

次にボールを渡す人を決める。

子どもたちの哲学対話を分析するにあたり，参

加児童を子ども，それ以外を大人と呼ぶ。大人と

は，小学校教員 人と哲学対話を練習した大学院

生 人，大学教員の計 人である。この対話にお

ける「問い」の総数は であった。そのうち，

「問い」が「問い」を生んだ場面を分類し，その

パターン つ ～ を表 に示す。

表 「問い」が「問い」を生むパターン

パターン 「問い」から「問い」 回数

大人→子ども 回

子ども→大人 回

大人→大人 回

子ども→子ども 回

例えば，大人が出した「問い」を受け，子ども

が新たな「問い」を投げかけている場面を パタ

ーンとした。「問い→答え→問い」の場合も「問

い」が「問い」を生んだとみなした。同じ「問い」

が複数のパターンに重複した場面が 回あった。

表 「問い」が「問い」を生んだ対話の例
大人①：めんどくさいって言ってくれたんだけど，どう

いうときにめんどくさいなって思うことがあ

る？ 
(中略) 

子ども③：さっき色々めんどくさいって言ってたけど，

それって気分的？気分的に違う？ 
表 は，大人から子どもへと「問い」が「問い」

を生んだ場面である。大人①の「問い」に対し，

子ども③がめんどくさいという言葉に関連した新

たな「問い」を投げかけているのが分かる。その

後，勉強がめんどくさいか楽しいかという話にな

り，自分の中に自分は何種類もいるのではないか

という「問い」も生まれた。

このように「問い」は，他者が関わることで新

たな「問い」となり，対話の内容を深めたり，他

者の考えの幅を広げたりする。哲学対話を継続し

て行うことで，物事の本質を探ろうとする態度を

養い，子どもは自ら考えて問い，自分が問いたい

ことを問うことができるようになると考えられる。

成果と課題

実践Ⅱ後のアンケート結果を表 に示す。アン

ケートの結果から，発表ができたことで対話への

貢献感を感じたり，他者の意見を聞くことで自分

の考えが変わったりしたことが読み取れた。さら

に，心に残ったこととして，他者の意見を認め，

他者のいいところを示す記述が多くみられた。

表 アンケート内容
質問①あなたが上手く言えたことを教えてください。

・自分のいいところが言えた。 
・最初は少しはずかしかったけど，途中からいっぱい

発表できた。特に自分が生きていることがきせきと

いう内容が「確かに」と思った。 
質問②誰が言ったどんなことが心に残っていますか。

・○○さんが「自分は前向きなことがいいところで

す。」と言ったことが心に残った。 
・○○さんが言った宿題はやりたくないけどがんばっ

ているという言葉が心に残っている。 
質問③また哲学対話をするなら，どんなテーマで話を

したいですか。あなたの「不思議 ふしぎ 」を

教えてください。 
・なんでふねがうごくのか。

・わたしは，自然に関してのテーマをしたいです。 
哲学対話直後の感想では，「いつも思わないこ

とも話ができて，普通の小学生とはちょっと違う

話ができてとても楽しかったです。」「普段小学生

同士の会話とかでは生まれない大学生のみなさん

や大人の視点からの話とかがまた違った会話が，

いつもとは違う会話ができてすごく楽しかったで

す。」といった発言があり，自由に話す 何を言っ

てもいい ことの価値に気付くことができた。他

者の「問い」を聞き，子ども自身も問う努力をし

たことがこれらの感想につながったと考えられる。

今後の課題としては，どのような「問い」によ

って新たな「問い」が促されるのか，その条件を

模索していきたい。
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研究の目的

本研究は，豊かなスポーツライフの実現に向け

た素地を養うことを目的とし，スポーツとの多様

な関わり方を実感できる体育科授業の実践を行う。 

研究の計画

前期 研究構想及び先行研究の検討

後期 附属校での実践・分析

前期 先行研究の検討及び 実習校での

実践に向けた教材開発・授業構想

後期 実習校での実践と授業分析・検討

研究の内容

先行研究 
福ヶ迫（2018）は「中学校教員は専門家である

一方で，専門的な内容（ボールの投げ方，打ち方

など）を教えるだけでなく，生徒に合った教材を

つくり，その中で思考・判断・表現する機会を与

えることが使命といえる。」と述べている。さらに

木谷ら（2018）は「豊かなスポーツライフを実現

する保健体育授業の創造」をテーマとして授業実

践を行っており，その授業実践バスケットボール

のなかで，「運営係や記録係，メディア係，コーチ

係など，『クラスワーク』の時間を利用して自分た

ちで授業を支え，創造していく単元の構想」を行

っている。このことから，プレイヤーの人数，コ

ートの広さ，用具，プレー上の制限，さらにはす

る，みる，支える，知るに連携したスポーツとの

多様な関わりができる手立てなどを用いた，既存

のスポーツのルールに縛られない教材づくりの重

要性が示唆される。しかしながら，先行研究にお

いては，生徒たちがどのように授業を支え，創造

していっていたのか，深く掘り下げられていない

ことが課題として挙げられる。したがって，本研

究は，豊かなスポーツライフを実現する上で重要

な素地（意識）が芽生え、育ちつつある姿を，授

業実践を通して、する・みる・支える視点から質

的にとらえていくことを目指すものである。 
実践授業 

単元 器械運動（マット運動） 
本時 ５／７ 実践日 令和 3 年 11 月 29 日 
学習者 A 市立 B 中学校 1 年生 29 名 
主眼 写真撮影を通して，仲間の技や演技の良い点や

スポーツとの新たな関わり方に気づくことが

できる。 
 実践（授業分析）考察

生徒 自身の演技の変化

22：09 緊張したような面持ちから，前転→生徒 F
の補助付きの倒立前転→側転の演技を行

う。最後は恥ずかしそうな様子で小さく最

後のポーズを決める。 
32：38 「いきます」と声を出し，手を上げ演技をス

タートする。前転→生徒 F の補助付きの倒

立前転→側転，それぞれの演技の間に間と

メリハリをつけ，22：09 段階よりも自信の

ある様子で演技を行っている。 
22：09 段階での生徒 A は緊張した様子で，周

りの様子を伺いながらオドオドと演技を行ってい

た。32：38 段階では，自らの演技を周りにアピー

ルするように演技を行っていた。ここから，運動

に対して消極的であった生徒Aが運動に意欲的に

関わりだす姿を読み取ることができる。演技の技

能において，目立った変化は見られないが，演技

開始の合図や着地の安定感などに向上が見られる。 
b. 生徒 A 補助での関わり 

29：08 E 「倒立のところ撮って」 
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29：10 A 「倒立 3 秒ぐらい立とう」 
29：24 生徒 E の演技補助を行う。生徒 E が倒立

をしたタイミングで「1・2・3」と 3 秒数

え，回転に入るタイミングを伝える。 
29：34 生徒 F が撮影した生徒 E の倒立の瞬間を

撮った写真を見て，うれしそうな表情で拍

手をする。 
29：08 の生徒 E の倒立をした瞬間を撮ってほ

しいという要望に対して，29：10 で倒立を静止さ

せることに対するアドバイスを行っている。また

そのアドバイスを言葉で伝えるだけでなく，29：
24 にあるように実際に数えるなどして，生徒 E が

理解しやすいように工夫をしている。結果的に生

徒Eは倒立前転において大切なポイントである倒

立段階での静止をクリアした崩れの無い演技を行

った。29：34 段階における生徒 A の様子から，

支える視点からスポーツと関わり，生徒 E の演技

の成功またその成功を支えた自分自身に喜びを感

じ仲間そして自己を認める様子が読み取れた。 
c. 生徒 A 補助技能の変化 

37：49 「おっけいおっけい」と生徒 E の要請を受

け，倒立前転の補助に入る。その際に「3 秒

くらいね」と倒立を静止するアドバイスを

する。倒立の脚をキャッチするタイミング

が遅れたため，生徒 E の倒立前転は崩れた

ような演技となった。 
38：42 生徒 E の倒立前転の補助を行う。早い段階

で上がってきた脚をキャッチし，きれいな

静止からの回転ができた補助を行った。演

技が終わり最後のポーズをすると同時に

生徒 E とアイコンタクトをし，自信のある

様子でうんと頷く。 
37：49 にて，生徒 E の行う倒立前転の脚の振

り上げをキャッチするタイミングが遅れ，崩れて

いくような演技を招く補助となっていた。38：42
においては，生徒 E の行う倒立前転の脚の振り上

げを早い段階でキャッチし，きれいな静止からの

回転ができる補助を行った。その後の生徒 E との

アイコンタクトまた頷く様子からも仲間を支える

ことに自信を持ち，その楽しさを感じる生徒 A の

様子であると考える。 
d. 生徒Aが考えるスポーツの良さがわかる場面 

39：03 生徒 F が撮影した写真を見る。生徒 E が倒

立の瞬間にまっすぐと静止している姿と自

らがその補助をしている姿が写った写真を

「これよくない？」と指差し，「これ良いと思

うよ」と生徒 F に伝える。 

生徒 A は，スポーツをしている人と支えている

人が同時に写った写真を良いと認めていた。支え

合って他者と共に行うスポーツ活動に価値を見出

している様子であると考える。 

成果（○）と課題（●）

○これまで技能向上などを目的としてスポーツを

「する」視点に偏りがちであった体育授業にお

いて，静止画に特化したカメラマン活動という

スポーツとの多様な関わり方を実感できる手立

てを用いた。その結果，スポーツと「みる」・「支

える」視点で意欲的に関わる生徒の様子が見ら

れた。仲間の技能向上に自らがカメラマンとし

て関わり，仲間と共に行うスポーツの楽しさを

感じたことは，豊かなスポーツライフを実現し

ていくための素地の芽生えではないかと考える。 
●本実践の課題は、生徒の運動量（「する」活動）

について，カメラマン活動や補助活動，その他

教師の指示の多さから，授業内においてその確

保がなされなかった点である。体育授業におけ

る運動量の確保・安全性の確保，そして「スポ

ーツとの多様な関わりを実感できる活動」のバ

ランスをいかに取っていくかが授業また単元構

想の重要な視点あることがわかった。 
●今回の授業実践では，グループ内での活動や意

見交流，アドバイスなどが活発に行われていた。

しかし，全体での交流が不十分であったため，

授業の最終局面を自身との違いや仲間の良さ，

さらには自らの良さを感じられるような内容へ

と改善をしていく必要がある。 
●本実践において，スポーツ（器械運動）に対す

る豊かな関わりの姿が多様に現れていたことは，

一定の成果として挙げられる。今後、器械運動

等の個人種目の他、団体競技等（バレーやバス

ケットなど）の単元においても、スポーツに対

する多様な関わりが現れるような授業実践を行

い、その姿が生涯にわたってスポーツに関わっ

ていく素地として育成できたかについて検証を

行っていく必要がある。 
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